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今日のみことば 

復活の主日Ａ年（２０２６年５月 １０日） 

主任司祭 小西広志神父 

 

第一朗読：使徒言行録８章５－８、１４－１７節 

第二朗読：ペトロの手紙１ ３章１５－１８節 

福音朗読：ヨハネによる福音書１４章１５－２１節 

 

弁護者について 

今日の福音朗読には弁護者という表現が登場します。 

 

「弁護者」（新共同訳、フランシスコ会訳、岩波版新約聖書翻訳委員会訳）、「助け主」 

（日本聖書協会口語訳）と訳されているギリシア語・パラクレートスの元々の意味は、動詞 

「呼ぶ、招く、慰める」に由来し（新聖書大辞典「助け主」）、「そばへよび寄せるという動 

詞の変化したものであり、その務めは、法廷における弁護人のように、積極的にだれかを助 

け、弁護し、支持することである」（聖書思想辞典「弁護者」）。「ラビ文学では、被告人の 

人格について弁護し、彼に有利な証言をするために出廷する友人を指している」（新共同訳聖 

書辞典「弁護者」）。『ヨハネの手紙一』では、イエスは父のもとにおられる弁護者として描 

かれています（2章1節）。イエスは弟子たちにいつまでもともにいると約束されましたが、生 

きている時に弟子たちと一緒に歩まれたようにはおられないのです。   

 

今日のヨハネ福音書の箇所では、イエスがいなくなった後、父なる神が弟子たちに別の弁護者 

を遣わして、いつまでも一緒にいるといわれています。「一緒にいる」が今日の福音を読み解 

くキーワードになるでしょう。 

     

今日の福音朗読の前後関係と構成 

「告別説教」の一節です。イエスは父に至る道（14章1-14節）→聖霊の与える約束（15-24 

節）→別れの言葉（25-31節） 

 

プロテスタントの神学者、ルドルフ・ブルトマンは14章15-24節を「子と父との愛の関係」と 

呼んで、三つの段落に分けています。①「別の弁護者の約束」（15-17節）、②「イエスの再 

臨の約束」（18-21節）、③「イエスと父の到来の約束」（22-24節）。 
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今日の福音の箇所は構造を次のように見てとれる。 

    A (14:15) 愛する、わたしの掟、守る 

     B (14:16-17) 別の弁護者の派遣の約束 

      C (14:18) わたしは、あなたがたをみなしごにはしておかない。 

          あなたがたのところに戻って来る 

     B' (14:19-20) イエス自身による再来の約束 

    A' (14:21) 愛する、わたしの掟、守る 

     

内容を見てみましょう。１５節ですが、読み方に意見の分かれる箇所です。「わたしを愛して 

いるなら、わたしの掟を守るはずである」（フランシスコ会訳、新共同訳、協会訳）が一般的 

ですが、「……掟を守るであろう」とも訳せます。レイモンド・ブラウンという聖書学者は 

「もしわたしを愛して、わたしのいましめを守るなら、わたしは父にお願いしよう」と１５節 

と１６節を一緒にします。そうすると、イエスを愛することは、すなわち、いましめ・おきて 

（「互いに愛し合いなさい」13章34節）を守ることになります。 

 

１６節の「別の弁護者」は、「助け主」という訳語があるのは前述の通りです。イエスさまは 

去りますが、また来られます（14章3節）。その戻り方は、弁護者、助け主として来られるの 

です。 

     

２０節の「かの日」はいつを指すのでしょうか。今日の朗読箇所は、時に関する言葉を多用し 

ながら、読者の意識を「いつか、ある時」へと向けさせています。確かに場面はイエスさまの 

最後の晩餐ですので、イエスさまの受難、死、復活の時を指してもいるでしょうけど、さらな 

る時も意味するのではないでしょうか。 

     

このように、イエスさまは「しばらくすると」、「かの日には」と言われます。その時は、具 

体的にいつなのかは分かりません。しかし、わたしの中で「見る」（19節）、「生きる」（19 

節）、「分かる」（20節）時がやってくるのです。 

 

 
行事のお知らせ 

 

5月31日（三位一体の主日） マリア祭（ミサは10時30分より）  

福島野菜販売、ドン・ボスコ社販売 

6月7日 （キリストの聖体） 初聖体（ミサは９時30分より） 

 


